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 ＪＲ東海葛西会長は５月２４日の産経新聞紙上

で「原発継続しか活路はない！」「国民的な覚悟が必

要である。」と語った。 
 福島第一原発事故はいまだに

収束せず、放射能をまき散らして

いる。そして多くの周辺住民は強

制的な疎開を強いられ、いまや

「原発難民」となっている。また

多くの子供たちが放射能に汚染

された大地のうえで将来の不安

をつのらせている。 
 こうしたなか葛西会長は「腹を

すえてこれまで通り原子力を利

用し続ける以外に日本の活路は

ない。」「政府は稼働できる原発を

すべて稼働させるべき。」「今やこ

の一点に国の存亡がかかってい

る。」とまで言い切っている。 
 今回の原発事故は「想定外の津

波によるもの」と東電や政府は、

自然災害を強調し責任回避と、こ

れまでどおりの原発政策は変え

ない姿勢を示していた。 
 しかし津波が押し寄せる５０

分前には、すでに原子炉は地震に

より深刻な損傷を受けていた。そ

して炉心熔解（メルトダウン）が

始まっていたことが、今になって

明らかになっている。 
 こうした危険きわまりない原発を葛西会長は「国

民的な覚悟」をもって「推進せよ！」と言っている。 
いまや福島第一

原発事故だけでも

日本の危機だとい

えるなかで、日本

列島には５４基も

の原発（未稼働分

も含む）が存在し、

そこからでる放射性廃棄物は処理できずに貯まって

いる。 
地震学者の石橋克彦氏によると

「原発が新・増設され始めた６０年

代後半から７０年代前半の日本列島

は安定していた。しかし９５年阪

神・淡路大震災、０３年三陸南地震、

０５年宮城沖地震、０７年能登半島

地震、新潟中越沖地震と今は大地震

活動期だ」と言われている。つまり

近いうちにさらなる大地震が起こる

可能性が高いということだ。 
そしてソフトバンクの孫正義氏や

城南信用金庫など経済界からも脱原

発の活動が開始されている。こうし

た動きに反旗をひるがえして「原発

推進」をいう葛西会長の思惑とは何

か？それはリニア中央新幹線の推進

である。莫大な電力をつかい、しか

も活断層が複雑に絡み合う南アルプ

スにトンネルを掘り走らせるために

は、危険を承知で「原発は必要なの

だ」「国民に覚悟」せよ！とは、もは

や一企業人としての枠をはるかに越  
えた超政治的発言というべきだ 
ろう。戦後最大の転換点ともい   

うべきこの時期に、あえて被災者感

情をも逆なでして「国民的な覚悟」

をもって「原発推進」をとなえる JR 東海トップの

発言を許すことなく、「脱原発！リニア中央新幹線反

対！」の闘いを断固として進めていこう！ 


